
報告６

・ 全国知事会事務局職員の給与及び退職手当に関する

規則の一部改正について

・ 全国知事会事務局職員等の服務に関する規則の一部

改正について

平成２２年４月６日
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
に
第
二
項
を
加
え
る
。

（
超
過
勤
務
手
当
）

第
十
八
条

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、
勤
務
一
時

間
に
つ
き
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
割
合
（
そ
の
勤
務

が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
場
合
は
そ
の
割
合
に
百
分
の
二
十
五
を
加
算
し
た
割
合
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す

る
。

一

正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
休
日
給
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
を
除
く
）
に
お
け
る
勤
務

百
分
の
百
二
十
五

二

前
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
勤
務

百
分
の
百
三
十
五

２

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間
が
一
カ
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
職

員
に
は
、
そ
の
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与

額
に
百
分
の
百
五
十(

そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
七
十
五)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
過
勤
務
手
当

と
し
て
支
給
す
る
。

附
則
第
１
０
項
中
「
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
六
日
か
ら
施
行
し
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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（
改
正
事
由
）

全
国
知
事
会
職
員
の
給
与
は
国
家
公
務
員
の
給
与
に
準
じ
て
い
る
が
、
国
に
お
い
て
一
カ
月
六
十
時
間
を
超
え
る
超
過
勤
務
に
係
る
超
過
勤
務
手
当
の
支
給

割
合
が
百
分
の
百
五
十
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
様
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
等
諸
経
費
を
抑
制
し
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
の
分
担
金
で
運
営
す
る
本
会
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
職
員
の
給
与
の
抑
制
措
置
を
継
続
す
る
た
め
、
規
則
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

〈
参
考
〉

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
率
の
給
与
減
額
を
実
施
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
案
新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

(

超
過
勤
務
手
当)

（
超
過
勤
務
手
当
）

第
十
八
条

(

略)

第
十
八
条
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職

員
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、

勤
務
一
時
間
に
つ
き
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
正
規
の
勤
務
時

間
を
超
え
て
勤
務
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
定

め
る
割
合
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
場

合
は
そ
の
割
合
に
百
分
の
二
十
五
を
加
算
し
た
割
合
）
を
乗
じ
て
得
た

額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

一

(

略)

一

正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
休
日
給
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
日
を
除
く
）
に
お
け
る
勤
務

百
分
の
百
二
十
五

二

(

略)

二

前
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
勤
務

百
分
の
百
三
十
五

２

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
正
規
の

勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間
が
一
カ
月
に
つ
い
て
六
十
時
間

を
超
え
た
職
員
に
は
、
そ
の
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に

対
し
て
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
勤

務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
百
分
の
百
五
十(

そ
の
勤
務
が
午
後
十
時

か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
七
十
五)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

附

則

附

則

（
指
定
職
俸
給
表
を
受
け
る
者
の
給
料
の
額
）
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８

略

８

第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の

給
料
月
額
は
、
第
五
条
及
び
全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退

職
手
当
に
関
す
る
規
則
施
行
規
程
第
三
条
但
し
書
き
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
俸
給
月
額
か
ら
当
該
俸
給

月
額
に
事
務
総
長
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
、
事
務
局
次
長
に
あ
っ
て
は

百
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

た
だ
し
、
退
職
手
当
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
給
料
の
月
額
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

（
そ
の
他
職
員
の
給
料
の
額
）

９

略

９

第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の

う
ち
、
全
国
知
事
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
二
項

の
規
定
に
定
め
る
部
（
室
）
長
及
び
副
部
（
室
）
長
に
あ
る
者
で
、
そ

の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
の
者
に
係
る
給
料
月
額
は
、
第
四
条
第
四
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給
料
月
額

に
百
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
管
理

職
手
当
、
地
域
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手
当
の
算
出

の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
と

す
る
。

１
０

前
二
項
の
特
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三

１
０

前
二
項
の
特
例
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
も
の
と
す
る
。

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
六
日
か
ら
施
行
し
、
同
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
一
部
を
改
正
す
る
。

（
週
休
日
及
び
一
週
間
の
勤
務
時
間
等
）

第
四
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
と
す
る
。

２

勤
務
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
一
週
間
に
つ
き
三
十
八
時
間
四
十
五
分
と
す
る
。

３

前
項
の
勤
務
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

４

勤
務
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
但
し
、
事
務
総
長
は
前
二
項
に
規
定
す
る
範
囲
で
通
勤
事
情
等
を
勘
案
し
て
、

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
勤
務
時
間
の
う
ち
に
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
休
憩
時
間
を
お
く
。

第
六
条
の
三
の
次
に
第
六
条
の
四
を
加
え
る
。

（
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
）

第
六
条
の
四

月
六
十
時
間
を
超
え
る
超
過
勤
務
を
行
っ
た
職
員
に
対
し
て
、
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
分
に
代
え
て
、
超
勤
代
休
時
間
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

超
勤
代
休
時
間
の
指
定
及
び
手
続
き
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
施
行
規
程
で
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
六
日
か
ら
施
行
し
、
同
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
改
正
事
由
）

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
を
一
日
八
時
間
か
ら
七
時
間
四
十
五
分
と
す
る
改
定
が
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
お
り
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
こ
の

三
月
議
会
ま
で
に
全
都
道
府
県
が
導
入
を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
本
会
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
月
六
十
時
間
を
超
え
る

超
過
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
つ
い
て
は
、
職
員
に
休
息
の
機
会
を
与
え
る
た
め
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
代
え
て
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
で
き
る
制
度
が
新

設
さ
れ
た
の
で
同
様
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
案
新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
週
休
日
及
び
一
週
間
の
勤
務
時
間
等
）

（
週
休
日
及
び
一
週
間
の
勤
務
時
間
等
）

第
四
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

第
四
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
と
す
る
。

い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
と
す
る
。

２

勤
務
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
一
週
間
に
つ
き
三
十
八
時
間
四

２

勤
務
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
一
週
間
に
つ
き
四
十
時
間
と
す

十
五
分
と
す
る
。

る
。

３

前
項
の
勤
務
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い

３

前
項
の
勤
務
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い

て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と

て
、
一
日
に
つ
き
八
時
間
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

４

勤
務
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。

４

勤
務
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

但
し
、
事
務
総
長
は
前
二
項
に
規
定
す
る
範
囲
で
通
勤
事
情
等
を
勘
案

但
し
、
事
務
総
長
は
前
二
項
に
規
定
す
る
範
囲
で
通
勤
事
情
等
を
勘
案

し
て
、
別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
、
別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

(

略)

５

前
項
の
勤
務
時
間
の
う
ち
に
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
休
憩

時
間
を
お
く
。

(

超
過
勤
務)

(

超
過
勤
務)

第
六
条

(

略)

第
六
条

業
務
の
都
合
に
よ
り
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
若
し
く
は
休

日
に
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
週
休
日
の
振
替
）

（
週
休
日
の
振
替
）

第
六
条
の
二

(

略)

第
六
条
の
二

事
務
総
長
は
、
週
休
日
と
さ
れ
た
日
に
職
員
に
特
に
勤
務

す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら

れ
た
日
の
う
ち
規
程
で
定
め
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
を
週
休
日
に
変

更
し
て
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
す
る
こ
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と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
る
こ
と(

以
下
「
週
休
日
の
振
替

」
と
い
う
。)

が
で
き
る
。

（
休
日
日
の
代
休
日
）

（
休
日
日
の
代
休
日
）

第
六
条
の
三

(

略)

第
六
条
の
三

事
務
総
長
は
、
職
員
に
休
日
で
あ
る
勤
務
日
に
割
り
振
ら

れ
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場

合
に
は
、
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
休
日
前
に
、
当
該
休

日
に
わ
る
日(

以
下
「
第
休
日
」
と
い
う
。)

と
し
て
当
該
休
日
後
の
勤

務
日
等(

休
日
を
除
く
。)

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

超
勤
代
休
時
間
の
指
定
）

第
六
条
の
四

月
六
十
時
間
を
超
え
る
超
過
勤
務
を
行
っ
た
職
員
に
対
し

て
、
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
分
に
代
え
て
、
超
勤
代
休

時
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

超
勤
代
休
時
間
の
指
定
及
び
手
続
き
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
全

国
知
事
会
事
務
局
職
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
施
行
規
程
で
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
六
日
か
ら
施
行
し
、
同
年
五
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。


